
Ａ．建物外⽪の放射特性の測定
・外装部材を全て低反射の材料で構成すると、短
波放射の寄与は⼩さくなり、融雪に最も影響す
る⻑波放射は⼤きくなります。⼀⽅、全て⾼反
射の材料で構成すると、短波放射は⼤きくなり
ますが、⻑波放射は⼩さくなるため融雪⾯では
不利になります。

・低反射の材料と⾼反射の材料を組み合わせた仕
様にすると短波放射も確保でき、⻑波放射も⼤
きくなることが分かりました。

・近年、⾼層建築物では室内環境改善や意匠性の
向上を⽬的に庇やルーバーなど多様な外装部材
が⽤いられるようになっており、雪対策が課題
となっています。

・本研究では落雪事故の原因となる恐れのある外
装部材など雪処理の困難な部位に堆積した積雪
を、建物外⽪の熱放射特性および⽇射の反射指
向特性を利⽤し融雪する新たな⼿法の提案を⽬
的とします。 (図1)。

本研究の成果は、超⾼層建築物等の外装材における雪対策の基礎資料として技術相談等において活⽤を図
ります。また、実⽤化に向けた検討を進めます。

B．外装部材の融雪に関するモデル実験
・屋外でのモデル実験により、壁⾯の⽇射反射率
の違いが外装部材（庇）の融雪に及ぼす影響を
検討し、熱放射および反射特性を利⽤した融雪
法の有効性を確認しました（図2）。

・庇の⽇射吸収率を増した仕様と反射率の⾼い仕
様を⽐較すると、庇の上に堆積した積雪の融雪
時間の差は最⼤で50時間以上となりました。

図3 融雪能⼒に関する放射解析結果
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１．⽂献調査による基礎データの整理
・外装材の反射特性などの知⾒およびデータを収集する。

２．建物外⽪の放射特性の測定
・実測により建物外⽪の放射特性を把握する。

３．外装部材の融雪に関するモデル実験
・仕様の異なる試験体を⽤いた屋外実験により、外装部材の融雪
状況を把握する。

図1 研究フロー

４．熱放射特性を利⽤した融雪法の検討
・放射解析により融雪に有効な仕様を検討する。

図2 庇の融雪に関するモデル実験

C．熱放射特性を利⽤した融雪法の検討
・外壁に庇があるモデルを対象に放射解析を⾏っ
た結果、庇の⽇射吸収率と壁⾯の反射率を⾼め
た仕様の融雪能⼒が最も⾼いことが分かりまし
た（図3）。
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